
 
 
 

LUZ の熊野古道案内 

 

2006 年 10 月 

               10 月 13 日 ～ 21 日 
 
 

je2luz.exblog.jp  
 

 

目次 

２００６年 10 月 

 
10 月１３日  
10 月１４日 熊野の秋 6 木本祭り・神輿 
10 月１５日 熊野の秋 7 木本祭り・浦安の舞 
10 月１６日 熊野の秋 8 木本祭り・その他 
10 月１７日 飛鳥神社 1 
10 月１８日 飛鳥神社 2 
10 月１９日 飛鳥神社 3 大又川 
10 月２０日 熊野の秋 9 干物 
10 月２１日 木本町町並みと看板 



2006 年  10 月  14 日  

熊野の旅 熊野の秋 6 木本祭り・神輿  

 木本町全体の出し物？の神輿は『神輿奉仕団』と言うものが組織され、町内の若い

衆を束ねて御神体を奉じて練り歩くものです。 
 昔は親地町を中心としての若い衆で充分賄えた物ですが、高校を卒業するとほとん

ど全員が都会に出てゆくのが長年続いていますので、子供以上に青年層が少なくなり、

もはや木本町内だけでは足りなくなりました。結構重労働ですから誰でも出来るわけ

ではありませんし、目茶目茶酒を飲むみこしですから、回りは酔っ払いばかりになる

ので酒を飲まないものにとっては付き合っていられない奉仕団です。 

 
 この神輿は朝から町内を巡って集まって来たお迎えの行列が揃った午後からお出

ましになります。この出立まで待つ間に朝から酒を飲むので出る時には歩きかねるの

まで出るのです。 
 神社を出た神輿は本町通りを新出町稲荷さんまで進みますが、この間は台車に載せ

られて引っ張られています。 
 かつては、この 500ｍほども担いだ物ですが、若い衆の流出が始まった頃に台車で

引っ張るように変えられました。 
 神輿もあちこちに設けられた宿所といわれるところで休みます。そして、宿所に止

まるたびに振舞い酒が出されます。神輿にも酒が掛けられます。 



 
 この宿所の多さが木本祭りの進行が遅い原因かと思うのですが、まさに各駅停車で

す。一つの出し物が止まると後のは宿所の無い所でも止まらなくては仕方ないのです。

信号停滞みたいなものです。 
 この宿所も各町内で用意するもの以外に私設のものもあります。今年など 10ｍに

三軒なんてところがありました。それでも一度で済ますわけには行かないので、数メ

ートルのために立ち上がり掛け声をかけて神輿を動かしすぐに停めます。それが、振

舞ってくれる宿所に対するエチケットだからです。 
 宿所の無いのも困りますが、多すぎるのも困ったものです。 
 こうして。時速 200ｍくらいで稲荷さんまで行きそこでしばらく休憩します。 
 各町内の出し物も稲荷さんの前の浜で休憩します。 
 神輿はこの後、浜に出て波打ち際で潮をかぶって清めます。その後、陸に上がった

神社まで帰ります。 
 最近は砂利が減って浜が硬くなってきているし、起伏もなくなっていますから昔よ

りはずっと歩きよいのですが。砂利浜に出てからは全部肩で担ぐのですから重労働で

す。物を担ぐことの無い今の若い衆にはこたえることです。 
 酔っ払っているのと、しんどいのとで宿所が無くても各駅停車です。 
 夕方、５時前に稲荷さんを出発した神輿が神社に帰るのは大体午後１１時から深夜

０時ごろになります。 
 この祭りの不思議なことは、各町内が朝から揃って神輿を迎えに行くのに、稲荷さ

んから先は皆自分の町内に帰ってしまい、帰りの神輿は一人ぼっちなのです。昔から

これが不思議なのです。  
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ     by je2luz | 2006-10-14 13:24  



2006 年  10 月  15 日  

熊野の旅 熊野の秋 7 木本祭り・浦安の舞  

 日本の祭りに付き物の一つに、『浦安の舞』があります。 
 木本神社にも浦安の舞があります。これの踊り手は木本町の小学六年生の女の子で

す。 
 これのほかの出し物同様、子供の多かった頃には出るのが大変でした。同じ学年に

女の子が１００人も居ると４人しか選ばれない踊り手になるのは大変です。 
 私の家には姉・姪・娘の浦安の舞の写真が残っています、 
 普段の写真や祭りでも見物人を見ると時代によって服装や雰囲気が違いますが、こ

うした祭りの出し物などは、いわゆる『伝統の…』と言うやつですから全然変わりま

せん。変わったのは、昔のは写真屋さんの撮ったもので、少し茶色がかった印画紙に

焼かれていて、姪や娘の時のはカラーになっていることです。娘のはモノクロで撮っ

たのもありますが純黒調の印画紙です。 

 
 浦安の舞の稽古は結構時間がかかります。一応舞を覚える訳ですからね。 
 私が子供だった頃には子供でも日本舞踊を習っている子も居ましたが今ではそん

な子も居ませんしね・・・ 
 神社で奉納の舞を演じた後は祭りの隊列について新出町稲荷さんまで歩きます。こ

れも、取り立ててそれらしき催しも無く、女の子達だけで歩いてゆきます。晴れ姿の

披露ですが隊列が進まないのにはうんざりしたそうです。 
カメラはレチナ 3ｃ カータークセノン３５mm  
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ     by je2luz | 2006-10-15 13:43  



2006 年  10 月  16 日  

熊野の旅 熊野の秋 8 木本祭り・その他  

 祭りの出し物には、まだ井筒町の子供神輿があります。子供用の小さな神輿です。

これも、割合と新しい出し物のようです。残念ながら写真を撮るのを忘れました。井

筒町の皆さん申し訳ございません。 
 木本祭りも出し物が大昔より増えたようです。木本町が大きくなった頃に行列に加

わる出し物を作る町内が出てきたからでしょうね。 
 それでも、本来の祭りの行列の中心が通る、木本神社から新出町稲荷さんの間の各

町内には何も出し物はありません。一丁目、二丁目、三丁目、関船町、布袋町と五つ

の町内は何も出し物が無く、子供達も参加するすべが無いのです。本町筋ほぼ全てが

参加しない訳ですからある意味で盛り上がりに欠ける訳です。 
 昔はそれでもほかに娯楽も無かったからか、近郷からの見物人も居て賑わったもの

です。私が子供だった頃は木本町にも芸者集がいて、祭りの行列の中で手舞を披露し

ていたものです。その時は『木本節』を踊っていたように思います。 
 出し物の無い町内も隊列のために『宿所』を作って、酒やジュースなどを振舞いま

す。町内のものと大店のものがあり、それがこの進まない隊列の原因になっていたの

です。いまでは、大店の宿所はなくなりましたが、それでも進まないのが伝統でしょ

うね。 

 
 宿所では大人たちは振舞い酒を飲み、子供たちはジュースを貰います。用意された

お寿司などをもらう時もあります。 
 物が乏しかった頃は、ものすごく薄く作ったカルピスなどでも子供達は先を争って

貰いに走り、ミカンなどを片手に目を輝かせたものです。 
 今となっては、子供達も最初の二箇所くらいは喜んでも、段々嫌になって貰いにも

行きません。今の時代は缶ジュースですが、珍しくもなくなっていますからね。 
 大人たちも、一部の人を除いて、宿所ごとに振舞い酒に飛びつく人も居なくなりま

したね。ただ、神輿だけはへべれけが多いです。この光景はよそのお祭りではあまり

見かけませんね。 



 こうして、お昼に神社を出発した行列が新出町の稲荷さんに入る頃には日が傾いて

きます。 

 

 カメラは WERRA 3 テッサー50ｍｍ  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2006-10-16 11:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年  10 月  17 日  

熊野の旅 飛鳥神社 1  

 国道４２号線、熊野市飛鳥町小阪地内に飛鳥神社はあります。 
 旧飛鳥村の鎮守様です。 
 国道とは大又川を挟んだ川岸にある小さなお宮さんです。 

 
 平地の少ない山間部の神社なのに川にそばの平地に鎮座している日当たりの良い

神社です。境内はうっそうとした木々に覆われていて、入り口の杉の大木は樹齢３０

０年はゆうに越えているでしょうね。 
 この神社も結構古いものらしいです。そもそもここの「飛鳥」という地名も本家本

元の明日香と関連があるのではないでしょうか。戦乱があったりするたびに吉野経由

で落ち延びてくる人も多かったようですから… 

 



 

 
 社殿は割りと小さな物ですが石垣に守られたしっかりした敷地に立っています。お

そらく百年に一回とかの洪水をも考えたものでしょうね。 
 ご神体は天照大神だったと思います。少なくとも毎年配ってくるお札には天照大神

の名前があったように思います。 



 
 

 カメラは フレクサレット V・チェコスロバキア  
Tags:国道４２号線 クラシックカメラ 熊野市     by je2luz | 2006-10-17 13:11  

 

 

 

 

 

 

 

2006 年  10 月  18 日  

熊野の旅 飛鳥神社 2  

 飛鳥神社は近年急に整備が進んだように思えます。 
 私はここで育ったのですが、ここを離れてもう半世紀になってきますのでどうして

この動きが出たのか分かりません。 

 
 入り口の鳥居のそばに座っている狛犬ですがどう見ても近代的なものです。中々格

好よい物ですが・・・ 
 それに、神社のまん前の田圃のところで一段下がって社務所があったのですがここ

が田圃を含めて埋め立てられて県道と同じ高さの広場になり、社務所は神社の横を埋

め立てた所に移転されました。田圃が要らなくなってきた時代とは言え田舎の神社に

しては大変な工事だったと思います。この広場はお祭りの時の駐車場や催し広場にす

るのでしょう。 



 

 飛鳥神社は鎮座している小阪地区だけではなく旧飛鳥村の大又、小又、小阪、佐渡

（さわたり）、野口、神山（こうのやま）など全地域の氏神様なので集まる人の数だ

け車も集まってくるからです。 
 これも昔は隊列を組んで歩いて来たり、トラックの荷台に鈴なりになって乗ってく

る物でした。テレビで見る中国の奥地の光景と同じものが半世紀前には日本でも見ら

れたものです。そして、その光景と同じように、田舎の祭りも人で溢れかえったもの

です。広場が無くても人が集まることがそれだけで楽しいようなお祭りでした。 
 この飛鳥神社は鳥居の前が県道、『新鹿佐渡線』なので道路から社殿の中まで見え

る構造の敷地です。それを嫌ったのか、昔から鳥居の正面になるところに目隠しの板

塀が立てられています。板塀で取り囲むのではなく鳥居の幅だけ一段高い道路から覗

けないようにしてあるのです。 
 覗かれるのも嫌でしょうが、神様からも外界が見えにくいと思うのでが・・・ 

 



 この目隠しは痛んでくると立て替えられます。 
 前の道が神社より一段高いのが気に入らないのでしょうかね。この道路はすぐそば

の大又川に架かる県道が国道４２号線に合流する橋の高さの関係で神社より1ｍほど

高くなっているのです。 
 道路が前を走っている神社もたくさんありますが、ここまで覗かれるのを嫌がる神

社もあまり見かけません。 
 カメラは 
 上は フレクサレット V・チェコスロバキア 下はコダック・シグネット・エクタ

ー  
Tags:熊野市 クラシックカメラ 国道４２号線    by je2luz | 2006-10-18 11:40 

 

 

 

 

2006 年  10 月  19 日  

熊野の旅 飛鳥神社 3 大又川  

 飛鳥神社の横は大又川です。そして、前を走る県道新鹿ー佐渡（さわたり）線は橋

を介して国道４２号線に合流します。そして、約 200 ほどの併用区間を通り再び単

独路線として一路海岸線の新鹿へ向かいます。 
 この県道の橋は古くから永久橋でした。 
 この大又側に架かる橋は車の通れる端はほとんど無く。つり橋と丸木橋ばかりでし

た。 

 



 国道４２号線、国道１６９号線と県道新鹿佐渡線以外には車の入れるような道が無

かったのですから当然と言えば当然ですね。 
 昭和４０年代に入る頃から市道、農道、林道と色んな道が作られ始め、田舎でも家

の前まで車が入るように変わって行ったものです。 
 この神社の横の端は『小阪橋』と言う名みたいですが、地元では『宮様の橋』と呼

ばれてきています。実に分かりよい呼び方です。 

 
 この宮様の橋からは清流・大又川がよく見えます。 
 『なべら』と地元では呼ぶ、大又側らしい滑らかな岩盤と、大小さまざまな丸石の

部分の両方が見られます。交通量が少ないので端の上でもゆっくり河を眺められます。 
 ここの河原には飛鳥神社の境内から簡単に出られます。鳥居を入って右側に下りれ

ばごろ石の河原です。水際にも簡単に出られます。釣り道具があればハエ・ウグイは

年中簡単に釣れます。底がつるつるのナベラの所は別にして、この川では錘、シズは

使いません。浅いのとごろ石に引っかかるからです。ここの魚は大層なことしなくて

も簡単にかかります。ただ、昔に比べ魚が減り。大物が少なくなっています。それで

も、一時より農薬が減ったのでかなり戻ってきています。餌は現地調達の『ガロジ』

（ざざむし）です。竿も現地調達でやっていたものです。 
 神社前に駐車スペースも出来ていますし、ちょいと休憩するのもいいかもしれませ

ん。 

 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2006-10-19 12:20 

 

 

 

 

 

2006 年  10 月  20 日  

熊野の旅 熊野の秋 9 干物  

 木本神社の祭りが終わり秋が深まってくると、そろそろ熊野にもサンマの声が聞か

れるようになってきます。 
 北海道の初サンマの声が聞こえてからこの沖で取れるようになるまでにはかなり

の日にちがかかります。もう少ししないとサンマの群れは南下してきません。 
 三陸沖の秋刀魚でも調子沖の秋刀魚でも今は店先に並びます。保存手段が進歩した

ので、サンマの初物の時期には去年のサンマが店先に並んでいるくらいです。 
 焼いて美味しいよその秋刀魚では熊野名物の丸干しは旨く干せません。油が多すぎ

て乾かないからです。 
 昔と違い、サンマの干物でも年中欲しがるのが今の消費者です。そのため、市中に

出回るのは冷凍保存した干物が多いのです。 
 人工乾燥よりは天日干しのほうがうまみ成分が増えるとかで美味しくなります。た

だし、温度も高く紫外線も浴びるので変色も早くなります。 



 
 地元の魚屋さんは例え人工乾燥機にかけても最後は機械から出して天日にさらし

ます。それで旨みがうんと増えますから…そして、本当に地元用は完全に天日で干し

上げます。 

 

 
 今の季節はほんの少しずつの干物作りですが、１１月半ばくらいにこの沖のサンマ

が上がりだすとサンマのすだれがあちこちで見られるようになります。 
 熊野古道歩きの時、親地町辺りに行けば、漁場の女の人たちが目にも止まらぬ速さ

でサンマの尻尾を紐でくくっているのを見られるかもしれません。 

 
 カメラはツァイス・コンタフレックス４・プロテッサー115ｍｍ  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2006-10-20 11:22 | 



2006 年  10 月  21 日  

熊野の旅 木本町町並みと看板  

 木本も古い町です。 
 少なくとも坂上田村麻呂が活躍した時には海賊・豪族がここを根城にしていたので

すからきちんとした集落があった訳です。 
 江戸時代の古地図にも熊野古道の勝本峠からの道が木本に入った親地町（おやぢま

ち）の部分から今の新出町にかけてきちんと道路があります。ただ、家のあるのが両

端で真ん中には無かったようです。これは前にも書いたように井戸も掘れない今の本

町筋には住みにくかったのでしょう。 
 大火があったとも聞かないのですが、伊勢湾台風の頃でも堤防は低かったのだし、

その前は全く無かったのですから、高波や津波では随分被害を受けたものと思われま

す。 
 そのせいか江戸時代からとか言う建物は残っていません。それでも明治位の建物が

残った街並みです。それに、ここは商業の町として栄えた所なので親地町から本町通

りは昔は商店が軒を連ねていたのです。 

 

 
 古い町並みを歩く楽しみの一つに家並と古い商店に掲げられた古い看板を見かけ



ることもあります。改めてこの通りを看板を探しながら歩いてみたのですが、それが

無いのですね・・・ 
 ほとんどの店が廃業してしまったと言うこともあるのですが、それにしても全然残

っていないに等しかったですね。 

 
 上の写真は木本で一番老舗の酒屋さんの看板です。こうした看板は昔では大店の証

として見られた物ですが今では貴重ですね。この店の廃業も近いのではないかと思わ

れます。 
 下のものは新宮の醸造元の宣伝看板で、今ではこうしたものを配ることも無いです

し、貴重なものでしょうね。改装していない古いままの店の軒下に目立たなく掛けら

れていました。 
 私の目に止まったのはこの二つだけという寂しい町並みです。かといって今流の看

板に架け替えたのではなく、看板自体がなくなってしまった普通の町屋が並ぶ通りに

なってしまった訳です。 
カメラは  コダック・シグネット 35  
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ     by je2luz | 2006-10-21 11:14 |  

 

 

 


